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Messenger の利用方法

１．Messenger を利用するに必要なもの

○　インスタント メッセージを送信するには :
メンバ リストのメンバ 

メンバは MSN Messenger または Windows Messenger をインストールしている必要があります。また、.NET Passport アカウントも必要です。この条件を満たしていないメンバをメンバ リストに追加する場合、電子メールで招待状を送信することができます。招待状には、インスタント メッセージのやり取りに必要なものが記述されています。

○　コンピュータに電話をかけるには : 

ヘッドセット (またはスピーカーとマイク) 付きの全二重サウンド カード
または USB ヘッドセット (または、USB スピーカーと USB マイク) 付きの USB ポート 

モデム (毎秒 33.6 KB 以上の速度) および毎秒 33.6 KB 以上の速度の接続 
○　他のコンピュータとビデオを使って通話するには : 

Microsoft Windows XP  
コンピュータとの通話に必要な上記のデバイス 

Web カメラ 

２．メンバリストにメンバを追加する

(1) Messenger のメイン ウィンドウの [実行したい操作] で、[メンバの追加] をクリックします。 
(2) メンバの追加ウィザードの指示に従って操作します。 

[電子メール アドレスまたはサインイン名を使って追加する] を選択して [次へ] をクリックした場合は、追加したい人の電子メール アドレスを入力します。ウィザードにより、入力した電子メール アドレスが有効かどうか、および .NET Passport に登録されているかどうかが確認されます。電子メール アドレスが有効で、.NET Passport に登録されていることが確認されると、その人がメンバ リストに追加されます。
[アドレス帳から追加する] を選択して [次へ] をクリックした場合は、追加したい人の名前をクリックして、[次へ] をクリックします。
注意 :メンバ リストに追加できるメンバは 150 人までです。 

インスタント メッセージは、メンバ リストに追加されていない人でも、Passport アカウントを持っていて Messenger を使用しているすべての人に対して送信できます。 

メンバ リストの表示方法を、[オンライン / オフライン] ではなく、[グループ] に設定している場合、新しく追加したメンバはすべて [その他のメンバ] グループに表示されますが、他のグループに移動することができます。 
３．メッセージの送信

（1） 　メンバ リストで、オンラインのメンバの名前をダブルクリックします。 
[会話] ウィンドウが表示されます。

（2） 　ウィンドウ下部の小さいほうのボックスにメッセージを入力します。 

改行するには、Shift キーを押しながら Enter キーを押します。

（3） 　[送信] をクリックするか、Enter キーを押します。 

送信したメッセージは大きいほうのボックスに表示されます。
ヒント
●　会話の相手がメッセージを入力中の場合、そのことがウィンドウの下部に表示されます。だれもメッセージを入力していないときは、最後にメッセージを受信した日時が表示されます。 

●　自分の [会話] ウィンドウに絵文字が表示されないようにするには、[表示] メニューの [絵文字の使用] をクリックして、チェック マークをオフにします。このオプションをオフにしても、絵文字を送信することはできますが、[会話] ウィンドウには、絵の代わりにキーボードで入力された文字が表示されます。 

●　一度に送信できる文字数は 400 文字までです。 

４．Messenger の自動スタートの中止

（１）　[オプション] ダイアログ ボックスの [全般] タブを表示します。 

（２）Windows の起動時に Messenger を実行する] チェック ボックスをオフにします。 

Messenger は [スタート] メニューから手動で起動することができます。
５．Messenger 同士での音声通話

Messengerのメインウインドウで、メニューバーの「編集」より「音声チャットの開始」をクリックします。　

音声チャットを開始する相手の名前を選択して、[OK]をクリックします。

以　　上
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